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３．事後評価結果 

 

本研究では、声を出さずとも、口や舌、喉の動きから、その時の発話内容を推定する「サイレ

ントスピーチ」認識の問題に取り組んだ。 

取り組んだ課題は技術的に困難な挑戦性の高いものであったが、さまざまな創意工夫を行う

ことで一つずつ問題解決へと近づくことができた。首元に装着したWebカメラの画像を用いる

ことで、発している言葉を推定し、音声を生成するインタフェースを実現し学会発表を行った。 

また、従来の深層学習を用いたサイレントスピーチ手法に、音声認識の考え方や技術を組み

込む工夫も行なった。さらに、サイレントスピーチに関する研究者の間で課題になっていたコ

ーパスの不足の問題について、本事業の研究期間内にデータセットを収集・整備することでコ

ミュニティへの貢献も行った。 

音声認識とヒューマンコンピュータインタラクションという分野の架け橋となる研究者とし

て今後の活躍を期待している。 


